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人一人工物llIlコミュニケーションにおける感備と知識
な群については評IilIi因子の変化が大きく，不得意な脈については親近感
の変化が大きいことは，機械に対する態度によって接触の経験から得て
いる情報が異なっていることが示唆されよう。
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０ 
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得意不得意
■なし圏１，２度□時々に。よく□頻繁
図７得意度と接触頻度の交互作用：
第１因子（飴理性-適合性評価因子）の平均因子得点
２－（１）二次以上の交兀作111について
分散分析の結果，二次の交互作川についてはいずれの|Ａｌ子得点につい
ても有意ではなかった。三次の交互作１１１（メッセージ種類×接触頻度×
好悪×得意度）については，第２１A1子にｲ｢意な傾liリ（Ｆ(3,1168)＝2.42,
1)＜､06)，弟３因子についてはｲ｢愈な効来（Ｆ(3,1168)＝`1.37,1〕＜､01）
が得られたが，メッセージイ鰯iを除く３要|Alは被験乙行を分割する要因で
あるため，セル当りの被験升数が等衡でなく，また十分な大きさに達し
ていないため，詳細な分'１｢は行なわなかった。
考察
本研究の結果から，機械的システムから発１ｋされるメッセージについ
て，ユーザは必要性・イ丁効性の評(dli，威圧感，Ｗｌ近感の三つの側、を侍
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つ２１ｉ観的評価を持つことが示された。いずれも音ｊＩｉｆご凡か否か（合成音
7'イメッ.ヒージと他のメッセージ表現）のＩ１１述よりも，メッセージの機能
的意味やその社会的文脈によって大きく評''１１iが異なっている点が典'1,|:深
い。すなわち，１打'ｌというモダリティによって統一的に「親近感」など
の感li1jiMjな評(11iがり|き起こされるのではなく，符メッセージの状況への
適合性や状況内でのｲ｢意味性の方が大きな効果を持つものと考えられ
る。
いずれの評(,11i）柳!についても，当該メッセージへの接触IUi度が非常に
大きな影秤力を持っていた点は注意すべきであろう。斉声メッセージは
｢初心判ユーザへの親愛性を商める」ことを||的として実装されるjMi合
が多いが，実際にそれらのメッセージを論EI1的意味があり，親近感がｉｒｌｉ
いと評(iliしているのは，一定1111数以上の接触経験のあるユーザであり，
｢使っている|ﾉ､Iに11J１１れてくると，悪くないと感じられるようになる」と
いうユーザの受けとめﾉﾉがlU1らかにきれた。赫仁必典|(|Z・イ『効Ｉｌｌｉの評(dli
には接触の絲験によって|ﾉ､I的なシステムのメンタルモデルが靖われるこ
とが必要であることが示唆された点は，イl1Inll1lWと感ｌ１ｉのｲｌ１Ｊｌ:作111とし
て興味深い。
また，威１１ﾖ感および親近感は本来，被験打が１ｹっている機械一般に対
する態度の影騨が見られ，本来持っている態庇がメッセージによってさ
らにｌｉ１幅されている点がIjHllされる。この点からも，人一人llUでの音声
ｽﾞｉｌｉｉｌｌｉからの安易なアナ''ジーによる音声メッセージのjW(人では，インタ
フェースの質的な変化をリ|き起こしえないということができよう。
本|ﾘ|究はmlll紙調盗による横断的研究であったため，なぜこういった
Ri；観的な評Iiliiの変化がL|iずるのかという質的な検討についてはｌＩＩｉ測の閾
を|||ない。本(ﾘ{究で示唆された内的な知識状態や態度と感↑l1iを悲起する
ffiiliメッセージのl1l1解過｛1,1との相互作)'１をよりj1f体的な過ｲMとしてIﾘＩら
かにしていくことが今後の課題と考えられる。
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